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キルの教育に力を注いできている（Aladag, 2013; Aladag, Yaka, & Koc, 2014）。カウンセラー
トレーニングプログラムである Skilled Counselor Training Model （SCTM）においても、セ
ルフモニタリングはパーソナリティ特性が大きな影響を与えるのではなく、訓練を重ねる
ことにより、セルフモニタリングが向上していることが示されている（Crews et al, 2005）。
同様に、心理臨床家としての専門的な成果を測る指標として①共感性が高くなる、②スキ
ルを獲得する、③セルフモニタリングが挙げられている（Smaby, Maddux, Richmond, 
Lepkowski, & Packman, 2005）。2000年代に入りカウンセラー教育ではコアコンピテンシー
に焦点が当てられ、コンピテンシーを基盤とした教育がおこなわれるようになった（田所，
2020a）。






ビジョンに役立てることとしている（Fouad, Grus, Hatcher, Kaslow, Hutchings, Madson, 




















Nagpal & Ritchie （2002）は、人間的な成熟は、セルフアウェアネスとセルフモニタリング
によって評価される。自分の長所や限界に気づいていること、それを他者に示すことがで
きること、自分の境界をモニターできることが望ましいと述べている。同様にカウンセリ
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